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地域づくり計画
自立した地域のコミュニティを継続するために

コミュニティみなと未来



第一章　地域づくり計画
1　計画の目標

　港地域の住民及び団体の現状を踏まえて共通の課題を解消し、自ら住みよいまちづ
くりを進めるために地域づくり計画を策定する。

2　計画の経過
　平成29年４月、社会教育法に基づく地域公民館を廃止して、豊岡市新しい地域コ
ミュニティのあり方方針に基づく地域コミュニティ組織を立ち上げた。
　コミュニティみなと未来は、設立時に地域の課題や将来の目標を体系的に示せな
かったため、港地域のコミュニティの目指すべき基本的な方向性と具体的な取組みを
明確にする地域づくり計画を策定するものである。

3　計画の位置づけ
　地域づくり計画は、港地域のコミュニティに関する計画とし、コミュニティみなと
未来とその構成団体等は、計画の実現に努めるものとする。

コミュニティみなと未来地域づくり計画

第二章　港地域のコミュニティの現状
1　港地域の概要
（1）地区別人口の推移（国勢調査）

地区名 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

津居山 1,007人 893人 803人 695人

瀬　戸 709人 635人 569人 491人

小　島 258人 244人 229人 210人

気　比 923人 866人 798人 730人

田　結 215人 174人 146人 128人

畑　上 138人 118人 103人 88人

三　原 76人 59人 57人 41人

合　計 3,326人 2,989人 2,705人 2,383人

（2）地域の将来予測人口
地域名 令和12年 令和22年

港 1,783人 1,290人
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地区名 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

津居山 1,007人 893人 803人 695人

瀬　戸 709人 635人 569人 491人

小　島 258人 244人 229人 210人

気　比 923人 866人 798人 730人

田　結 215人 174人 146人 128人

畑　上 138人 118人 103人 88人

三　原 76人 59人 57人 41人

合　計 3,326人 2,989人 2,705人 2,383人

2　港地域の資源と特性
（1）地区別施設

地区名 会　　館 避 難 所 消防団車庫等 交流拠点等

津居山 津居山公民館 津居山公民館

港西消防団車庫瀬　戸 瀬戸公民館 瀬戸公民館 瀬戸子ども広場

小　島 小島公民館 小島公民館

気　比 気比公民館
気比老人会館

気比公民館
気比老人会館

気比消防団車庫
気比防災倉庫

児童公園等２
河川公園
グラウンドゴルフ場

田　結 田結公民館 田結公民館 田結消防団車庫 コウノトリ湿地

畑　上 畑上公民館 畑上公民館 畑上消防団車庫 農村公園・堂前広場

三　原 三原公民館 三原公民館 三原消防団車庫 分教場・公園

（2）地区別組織
地区名 区 公民館 高年クラブ 育 成 会 その他

津居山 津居山区 津居山公民館 津居山高年クラブ 津居山子ども育成会 港西消防団
婦人会

瀬　戸 瀬戸区 瀬戸公民館 瀬戸高年クラブ 瀬戸子ども育成会
港西消防団

婦人会
太鼓保存会

小　島 小島区 小島公民館 小島高年クラブ 小島子ども育成会 港西消防団

気　比 気比区 気比公民館 気比高年クラブ 気比子ども育成会 気比消防団
気比川を美しくしよう会

田　結 田結区 田結公民館 田結高年クラブ 田結子ども育成会 田結消防団

畑　上 畑上区 畑上公民館 畑上高年クラブ 畑上子ども育成会 環境保全活動組織

三　原 三原区 三原公民館 三原高年クラブ 三原子ども育成会 三原消防団

（2）地域の将来予測人口
地域名 令和12年 令和22年

港 1,783人 1,290人

（3）地域の施設
地域名 会　　　館 避 難 所 社会体育施設

港 港地区コミュニティセンター
県民交流広場「わくわく館」

港中学校
港小学校

旧港西小学校グラウンド
旧港西小学校体育館
港小学校グラウンド
港小学校体育館
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3　港地域の課題
（1）社会的課題

①空き家、耕作放棄地、核家族の増加に伴う防災、防犯対策の継続
②世帯状況や生活様式の変化に対応できる住民相互扶助の充実
③人口減少の中での伝統的行事と交流事業の継続

（2）地理的課題
①台風、地震、津波等の自然災害時の防災体制の強化
②川と海からの漂着ごみの処理

4　港地域の課題を解消するための方針、運営体制、活動と事業
（1）方　　針

①地域の住民、団体の活動支援
②地域の人材、施設等との連携強化
③地域の資源を生かした伝統的行事と 
　交流事業の維持、継続

（2）運営体制
　コミュニティみなと未来は、６つの
部会と３つの構成団体が一丸となっ
て、人材と財源の確保に努めながら、
課題解消と自立に向けて取り組んでい
る。

（5）地域の特性
　港地域は、津居山、瀬戸、小島の港西地区と気比、田結、畑上、三原の港東地区の
中央に一級河川の円山川が流れ、港大橋で結ばれている。
　これらの７つの地区は、山林、農地、河川、海岸等多様な地形と環境を有し、農
業、水産業、観光業が主な産業である。

（4）地域の組織

港

区　長　会 港地区区長会

高年クラブ 港高年クラブ

福　祉　会 港民生・児童委員協議会

育　成　会 港子ども育成連絡協議会

港西・港東

豊 岡 消 防
豊岡消防第12分団

豊岡消防第13分団

防 犯 協 会 防犯協会港西・港東分会

スポーツクラブ
スポーツクラブ21とよおか港西クラブ

スポーツクラブ21とよおか港東クラブ

地域が一体となる港子ども育成連絡協議会
「気比の浜清掃」
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（3）活動と事業
実 施 主 体 取　組　内　容 方　　針

コミュニティ
みなと未来

　地域の住民、団体の活動を支援するため、貸館事
業と活動発表の場の提供を行っている。
　構成員及び構成団体の活動支援、交流促進、連携
強化を図るために、６部会で事業を実施している。

①総務・広報部会
◯機関誌の発行・防災無線での情報発信
◯金婚夫妻表彰祝賀会

②文化教養部会
◯港地区文化祭
◯港かるた大会

③体育厚生部会
◯港西地区・港東地区体育祭
◯囲碁ボール大会

④女性部会
◯料理講習
◯作品づくり

⑤福祉部会
◯高齢者の見守り、声かけ
◯高齢世帯の支援活動

⑥防災・防犯部会
◯子どもの安全、防犯対策
◯防災活動

住民活動の支援
交流の促進

交流の促進
交流の促進

交流の促進
交流の促進

交流の促進
交流の促進

連携の強化
連携の強化

連携の強化
連携の強化

港地区区長会 ◯国・県・市への要望書の提出
◯災害避難訓練

住民活動の支援
連携の強化

港高年クラブ ◯グラウンドゴルフ大会
◯健康づくり

交流の促進
交流の促進

港子ども育成
連絡協議会

◯地区ラジオ体操
◯絹巻神社奉納相撲大会
◯気比の浜清掃

交流の促進
交流の促進
連携の強化

大人気の夏休み
「子どもパン教室」

大勢の参加で盛り上がる
港高年クラブ

「グラウンドゴルフ大会」 仲むつまじく50年「金婚夫妻表彰祝賀会」
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第三章　港地域のコミュニティの課題
　公助（国・県・市の制度、サービス）、共助（地域の相互扶助活動）に頼るほど自助（自主性）
が弱まり、支援を強めるほど個人の自立に向けた意欲が低下するため、地域の現状を踏まえ
て自立につながるようなきめ細かい対応が望まれる。

1　地域の課題を解消するため、活動資金の確保、事故の際の損害賠償、既存団体に関す
る情報提供等の活動支援

2　人口減少の中、地域内の相互理解を育む伝統的行事等の交流促進の継続

3　地区の活動を支えてきた住民、団体との連携強化の継続

第四章　港地域のコミュニティの課題を解消するための方針
1　地域づくりの基本理念

　地域の活動を支えてきた人材を育成し、経費節減に努めるとともに、誇りをもって安
心して活動し、変わらぬ豊かな暮らしが続けられるよう、地域づくり体制を改善しなが
ら強化する。

2　地域づくりの基本方針
（1）地域内の活動が継続できるように、住民、団体の活動を支援する。

（2）７つの地区の現状と特性を相互に尊重し、信頼関係を醸成するため、地域内の交流
を促進する。

（3）港地域内の団体、組織の情報発信を通して、共通の課題と目標を共有するととも
に、適切な役割分担を行いながら相互の連携活動を充実する。

3　地域づくりの取組期間
令和４年度から令和13年度まで

仮装して競技するチームで盛り上がる
「港かるた大会」

港中学校吹奏楽部が演奏する「港地区文化祭」

季節に合わせた事業を行う「乳幼児サークル活動」

新年を迎えるための「しめ縄作り教室」
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第五章　港地域コミュニティの方針を実現するための運営方法と活動、事業
1　運営方法

　コミュニティみなと未来は、人材と財源の確保に努めながら、3 つの基本方針を達成する
ため、地域内の既存団体の活動を支援するとともに、運営審議委員会と総会の承認を得て、
自立した地域を継続するために次の活動と事業を行う。

2　活動、事業
実 施 主 体 内　　　容 方　　針

コミュニティ
みなと未来

　令和４年度から令和６年度までの間に部会の組
織と事業の実施方法を効率的かつ効果的になるよ
う見直し、構成員及び構成団体の自立意識の向
上、人材育成に努め、引き続き住民活動の支援、
交流の促進、連携の強化に取り組む。

①総務・広報・女性部会
◯機関誌の発行・防災無線での情報発信
◯金婚夫妻表彰祝賀会
◯料理講習
◯作品づくり

②文化教養部会
◯港地区文化祭
◯港かるた大会

③体育厚生部会
◯港スポーツ大会

④事務局
◯貸館、活動発表の場の創出、情報提供

・港地区区長会（国・県・市への要望書の提
出、災害避難訓練）

・港高年クラブ（グラウンドゴルフ大会、健康
づくり）

・港子ども育成連絡協議会（地区ラジオ体操、
絹巻神社奉納相撲大会、気比の浜清掃）

・港民生・児童委員協議会（高齢者の見守り、
声かけ、高齢世帯の支援活動）

・豊岡消防第12分団、豊岡消防第13分団（防災
活動）

・防犯協会港西・港東分会（子どもの安全・防
犯対策）

・その他地域内の住民、団体（地域活動）

住民活動の支援
交流の促進
交流の促進
交流の促進

交流の促進
交流の促進

交流の促進

住民活動支援・
連携の強化

3　地域づくり計画に関係する団体、組織等

コミュニティみなと未来　港地区区長会　港高年クラブ　港子ども育成連絡協議会　港認
定こども園PTA　港小学校PTA　港中学校PTA　港民生・児童委員協議会　豊岡消防第
12分団　豊岡消防第13分団　防犯協会港西・港東分会　スポーツクラブ21とよおか港西ク
ラブ　スポーツクラブ21とよおか港東クラブ

第三章　港地域のコミュニティの課題
　公助（国・県・市の制度、サービス）、共助（地域の相互扶助活動）に頼るほど自助（自主性）
が弱まり、支援を強めるほど個人の自立に向けた意欲が低下するため、地域の現状を踏まえ
て自立につながるようなきめ細かい対応が望まれる。

1　地域の課題を解消するため、活動資金の確保、事故の際の損害賠償、既存団体に関す
る情報提供等の活動支援

2　人口減少の中、地域内の相互理解を育む伝統的行事等の交流促進の継続

3　地区の活動を支えてきた住民、団体との連携強化の継続
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日本海に流れ込む「円山川あらし」

国指定の天然記念物　畑上の「大トチノキ」

冬の味覚の王様　松葉ガニ漁　津居山の「初セリ」




